
 

 

 

 

 

 

 

奈良市中心市街地活性化協議会 

会長挨拶 

 

新年おめでとうございます。 

今年の干支（エト）は「子（ね＝

ねずみ）」です、「子」は暦法の十

二支では第１番に位する干支です。

この新しい年の始まりに奈良市中

心市街地活性化協議会の機関紙

「なら賑わい通信」創刊号を発行

できることを誠に喜ばしく感じます。  

今わが国は、車がなければ生活しにくい拡散型の都市構造

になっています。これから人口減少・超高齢化社会を迎える

中で、拡散型の都市構造に歯止めをかけ、都市機能がコンパ

クトに集積し、高齢者も含めた多くの人にとって快適で暮ら

しやすい生活拠点をつくることが必要となっています。 

このことが実現出来るよう、平成１８年５月に大店立地

法・都市計画法・中心市街地活性化法、所謂「まちづくり三

法」が改正されました。 

この法律改正により「選択」と「集中」の視点から、やる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気のある市町村（民間を含

む）に対して、政府が集中

的、効果的な支援を図れる

ようになりました。 

このため改正三法では、

民間主導の「中心市街地活

性化協議会」を設置し、広

く民間の意見を求めなが

ら「活性化基本計画」に基づく基盤整備などの諸施策を推進

することとしています。 

そこで奈良市でも「中心市街地活性化基本計画」の策定に

着手し、又、その一翼を担うため昨年３月末に国をはじめ

県・市その他多くの関係者のご臨席を頂き盛大に設立総会を

行い、「奈良市中心市街地活性化協議会」として正式に誕生

致しました。 

当協議会としましては「訪れたくなるまち・歩きたくなる

まち・賑わいのあるまち奈良」をつくるため、これからも鋭

意努力して参りたいと存じますので市民の皆様をはじめ、多

くの方々からのご意見・ご提言やご協力を頂けるようお願い

しましてご挨拶に代えさせて頂きます。 
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奈良市中心市街地活性化協議会の推進体制について 

 
奈良商工会議所内に平成 19 年 3 月 26 日 協議会設立し、10 月 1 日から協議会事務局を開設しました。 
 
奈良市中心市街地活性化協議会 
   構成員    １９名 
   オブザーバー  ３名 
   会長    西口廣宗 

       

 

 

事務局(奈良商工会議所内２階) 
  事務局長   山林一男 
  事務局次長  森中雅彦 
  事務局    松本敏裕  
         才治俊博 
  アドバイザー 梅屋則夫  

奈良市中心市街地活性化協議会 
 運営委員会 
   運営委員   １３名 
   運営委員長 内野典英 
        

専   門   部   会 

都市基盤整備
部会 

交通対策部会 商業活性化部会

事務局より 
事務局の仕事は皆さんの英知を結集して奈良市

中心市街地活性化を進めることです。多くの皆さん

が来局されてああでもない、こうでもないと論議に

花が咲くことを期待しています。 
些細なことから壮大な夢までともに語り合いま

しょう。 
お待ちしています！！ 



第 2 回活性化協議会が開かれました 

 

審議の概要を報告いたします。 

 

１．「奈良市中心市街地活性化基本計画」（案）について 

 ●(Q)JR 奈良駅前ダイエー跡地について概要を説明して

ほしい 

(A)市から説明 → 建築審査会で建築確認行う旨裁

決があり、建築確認を処理した。しかし市条例に抵触

するとして市は中止命令を行う予定 

●(Q)数値目標にはマイカーの数値も入れるべきではない

か 

(A)駐車場利用に関しても、マイカー利用者が必ずしも

中心市街地を訪れるとは限らないとの指摘を受けた

ので、今回車の数値目標から除外した 

●(Q)今後の観光地として障害者などに優しい街を目指す

ことは必要。そのための指標として、駐車場を使って

訪れるマイカーの数値等の評価は大切でないか？ 

(A)その点については国と協議するなど検討したい 

○決定事項 

  以上の審議を経て、市より提出された基本計画案につ

いては、原則として了承するとともに委員の意見を

とりまとめ市長あてに意見具申することを決定した。 

 

２．平成１９年度事業計画（案）及び収支予算（案）について  

●(Q)今年度の事業計画に消費者団体等との懇談会が計画

されているが、団体に偏らず、広く各層の意見を聞く

ようにしてほしい 

(A)詳細な立案をしていないので、ご意見を参考にさせ

ていただきたい 

○決定事項 

提出された事業計画案ならびに収支予算案については、

いずれも原案どおり承認 

 

３．その他 

●(Q)これからの動きについて、どのように計画されてい

るのか 

(A)協議会の意見を取りまとめ会長より市長に提出す

る。その後、市においては基本計画策定委員会に諮っ

たうえで国に提出という流れになる 

●(Q)今回の計画推進のなかで、民間事業者の計画が盛り

込まれていると聞いているが 

(A)民間事業者が主体となって実施する事業は、もちい

どの商店街に計画する「（仮称）ならまち劇場整備事

業」と「テナントミックス事業」である。本事業は、

国に基本計画が認められないと補助が出ないので、国

に認められるように努力していきたい 

●JR 奈良駅前のホテル建設計画や旧 JR 奈良駅舎の活用

等について情報提供を求められ、奈良市よりの出席者

委員等によって回答された 

●小西町の商業施設の計画についての情報提供 

 

 
 
 

お知らせ ～まちづくりフォーラムのご案内 
中心市街地活性化協議会発足記念のフォーラムを開催します。まちづくりの有識者や 

先進地の専門家を奈良に招聘し、奈良のまちづくりについて皆さんとともに学ぶことと 

します。商業者の皆さんだけでなく市民の皆さん、会社や団体の皆さんなど幅広い方々の 

参加を歓迎します。 

 

■ と き：平成２０年２月２５日（月） 

１３：００～１６：１５ 

■ ところ：奈良商工会議所４階中ホール 

■ 参加方法：入場無料、定員１００名 

事前申込が必要です 

■ 共 催：奈良市中心市街地活性化協議会 

独立行政法人中小企業基盤整備機構 

 

●ならまちづくりフォーラム 

基調講演 

「奈良市のまちづくりと市街地活性化への提案」 

 多摩大学大学院教授 望月 照彦氏 

パネルディスカッション 

「市街地活性化のノウハウを探る」 
パネリスト       コメンテーター 

粂原和代氏   黒田輝夫氏  伊津田崇氏   望月照彦氏 
飯田市産業経済部     富山市商店街     中小企業基盤機構     多摩大学大学院 

商業・市街地活性化課長  連盟会長       中心市街地        教授 

サポートマネージャー 

司会 

梅屋則夫氏 
活性化協議会 
まちづくりアドバイザー 


